
平成22年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その３ 

平成22年２月16日（火） 

                                           

    

（午前10時40分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を行います。 

 順番９、22番 楠本君。 

〔22番（楠本知子君）登壇〕 

○22番（楠本知子君）ただ今議長のお許しを

いただきましたので、通告に従い一般質問を

させていただきます。 

 １番は、女性特有のがん検診推進事業につ

いてでございます。 

 女性特有のがん検診推進事業が昨年10月か

ら実施をされ、この平成22年３月31日で無料

クーポン券利用期限が終了いたします。「広報

はしもと」には、平成21年度限りの事業とし

て対象年齢の女性に子宮頸がん検診、乳がん

検診を無料で受けていただき、がんの早期発

見とがんに対する正しい知識を身に付け、健

康管理に役立てていただくものと広報されて

います。子宮頸がん検診の対象者は、橋本市

では2,115人、乳がん検診対象は2,573人とお

聞きしています。 

 ①３月31日でこの事業は終わりますが、で

きる限り大勢の方に検診に行っていただきた

いと思います。検診状況についてお伺いをい

たします。 

 また、目標に対してどのように取り組まれ

るか、再度のお知らせなど考えておられます

か。 

 ②21年度限りの事業と広報されていますが、

無料クーポンの検診は対象年齢が５歳刻みに

なっており、５年は続けないとすべての女性

に行き渡らないことから、最低でも要件で５

年間の事業の継続が不可欠です。国は、22年

度予算で女性特有のがん検診の国負担分を半

分に減らし、半分は地方負担としています。

女性の命がかかっています。今、今年度限り

とせず続けての検診事業をすべきと考えます

が、いかがですか。 

 ③子宮頸がんの予防ワクチンが昨年12月22

日に発売となり接種が始まりました。予防ワ

クチンと検診とのセットでほぼ予防できると

期待をされています。予防ワクチンの接種費

用は１回１万2,000円、それを３回は接種する

必要があると言われています。ワクチンの効

率を考えると11歳から14歳が望ましいそうで

す。当然大人でも有効です。ワクチン接種へ

の助成についてお伺いいたします。 

 ④日本は、世界一のがん大国、２人に１人

はがんになると言われます。東京大学附属病

院の中川恵一準教授は、がんの教育の必要性

を言われ、がんの秘密をテキストにしてがん

の事業をされています。がんを考えることは

生と死を考えることでもあり、がんを知るこ

とで自殺やいじめの問題の解決のヒントが見

つかるとも言われています。小・中学校での

がんの教育についての見解をお伺いいたしま

す。 

 ２番目に、子育てを直接に担う保育行政の

整備と充実についてお伺いをいたします。 

 長期総合計画の幼保環境を充実するため、

幼保一元化施設認定こども園の整備を図り、

運営の民間委託を推進するとともに、多様な

保育ニーズへの対応や家庭の子育て支援等に

取り組むとの指針のもとに幼保一元化５カ年

計画が進められておりますが、大幅に遅れて

おります。先般、ハイチでも大地震が起きて、

私たちの不安は増しております。幼保の施設
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の老朽化が目立ち、幼児の安全の確保が急務

です。 

 ①施設の耐震状況を示して小・中・大規模

改修の優先順位を示すべきと考えますが、お

伺いいたします。 

 ②幼稚園の園区の緩和、３歳児教育、預か

り保育のニーズが高いですが、どう考えられ

ますか。 

 ③応其幼稚園では給食があります。ほかの

幼稚園でも、小学校同一敷地内の幼稚園での

給食は考えられませんか。 

 ④保育所の給食では、アレルギー給食の対

応が除去食及び代替食で対応され、大変喜ば

れています。私立においても、もちろん対応

されています。小・中学校においてもできる

と考えますが、見解をお伺いいたします。 

 ⑤幼稚園には用務員がおられます。通称、

用務員というふうに書かせていただいたんで

すが、正式には、この橋本市の教育委員会事

務局の職員の職の設置にする規則では校務員

ということですので、校務員ということで間

違えていますので、お願いします。幼稚園に

は校務員がおられます。多忙な保育所ではお

られませんが、どう考えられますか。 

 ⑥子どもたちが遊ぶ砂場が、特に猫の糞尿

で汚れてきます。砂場の点検と整備について

お伺いいたします。 

 以上、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）楠本議員のご質問に

お答えいたします。 

 小学校体育課、中学校保健体育課で、児童

生徒は健康な生活と疾病の予防を学習し、そ

の中でがんについて学んでおります。ちなみ

に、中学校保健体育の３年生の教科書の生活

習慣病とその予防という単元は、日本人の三

大死因であるがん、心臓病、脳卒中などの多

くは生活習慣と関係が深いこと、さらに、喫

煙や動物性脂肪の取りすぎ、塩分の取りすぎ、

食物繊維や緑黄色野菜の不足などはがんにつ

ながることなどが説明され、がんを防ぐため

の12カ条がイラスト入りで紹介されておりま

す。 

 日本は、がん大国と言われるほど発生率が

高いとされており、がんについての学習は学

習指導要領にも位置づけられており、実施し

ております。 

 ご提案のあった中川恵一先生のテキストに

ついては販売されておりますので、学校に紹

介し、教材研究の一助とさせていただきたい

と思います。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（森本健二君）登壇〕 

○健康福祉部長（森本健二君）次に、女性特

有のがん検診推進事業についてのご質問につ

いて、最初に、一点目の女性がん検診の検診

状況及び目標に対する取り組み等についてお

答えします。 

 女性特有のがん検診推進事業につきまして

は、６月30日を基準日として対象者を把握す

ることになっており、最終的な確定数値とし

ての対象者数をご報告申し上げますと、子宮

頸がん検診が2,097人、乳がん検診が2,595人

でございました。検診状況につきましては、

まだ実施期間中のため正確には把握できませ

んが、現時点で把握しているところでは、３

月末までの予約分も含めて、子宮頸がん検診

の受診率が15％弱、乳がん検診受診率が20％

弱程度です。また、取り組み状況につきまし

ては、従来より乳がん検診の実務医療機関が

限られていたため、受け皿となる医療機関確

保のため、紀和病院及び和歌山県立医科大学

附属病院紀北分院にもご協力をお願いし新規
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に委託契約させていただいたところです。集

団検診につきましても、和歌山県民総合検診

センター及び地元医師のご協力を得て、日曜

日を含め、現在３回の追加実施をしていると

ころです。 

 また、対象者の方々への啓発につきまして

も、個別にご案内を送付するのはもちろんの

こと、「広報はしもと」９月号及び10月号、ホ

ームページの掲載、学びの日などのイベント

においても啓発活動を行ってまいりました。 

 ただし、対象となる方が一部の年齢の女性

に限定されていることや、女性特有というこ

とで気軽に受診できるものではないなどの状

況もあり、その反響につきましては決して大

きいものとは言えず、受診率につきましても、

最終的に全体で20％余りになるのではないと

か考えております。 

 今からでも再度のお知らせは考えていない

かとのことですが、今まで、ダイレクトメー

ルも含め啓発を行っておりますが、今年度の

実施期間は残すところ３月末までのわずかな

期間となりましたので、これまでの市ホーム

ページにおける健康欄での掲載だけではなく、

新着情報としても啓発しており、さらに、「広

報はしもと」３月号にも掲載を予定いたして

おります。ご理解のほど、よろしくお願いし

ます。 

 次に、二点目の検診事業の継続についてで

すが、議員ご指摘のとおり、今年度１年限り

で終わることになれば不公平感が残るという

こともあり、現在、国において平成22年度予

算案においても、市町村への補助金を計上し

ていると聞いております。ただし、残念なが

ら、補助率につきましては、地方にも応分の

負担をとのことで、平成21年度の補助率10分

の10から２分の１に下がると聞いております。 

 しかし、橋本市におきましては、補助金が

減額になっても引き続き本事業を継続して取

り組んでまいりたいと考えているところであ

り、新年度当初予算として提案しているとこ

ろでございます。 

 続きまして、三点目の子宮頸がんワクチン

接種への助成についてお答えします。 

 子宮頸がんは、ワクチン接種により唯一予

防できるがんのことで、このたび国において

ワクチン使用が承認されたことは非常に喜ば

しいことと感じております。ただ、その費用

につきましては、１人３回の接種が必要にな

ることもあり、決して安価なものではなく、

橋本市として単独での実施は困難のため、今

後、県を通じて国に対し予算措置の要望をし

ていくなど、対応を検討していく必要がある

ものと考えておりますので、ご理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

 保育行政の保育園に関する質問についてお

答えします。 

 施設の耐震についてのおただしですが、保

育園では、こども園構想と整合をとりながら

耐震改修について計画していきたいと考えて

おります。現在、すみだこども園の見直しを

先行させた中でこども園構想の見直しを実施

しておりますので、結果を見て構想から外れ

る保育園について耐震計画を策定してまいり

ます。 

 次に、保育所に校務員の配置というご提案

にお答えいたします。 

 保育所では、厚生労働省省令第37号、児童

福祉施設最低基準に基づき、保育士、調理員

を配置しているところですが、障がい児対応、

乳児対応、アレルギー児対応等、保育士、調

理員とも日々大変厳しい労働を行っているの

が現状でございます。 

 そんな中、ご提案は、保育士、調理員の体

調をお気遣いいただいた大変ありがたい提案

と感じております。しかしながら、全国にも

校務員を配置している保育所はごく少数とい
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うことでございますので、現状は、保育士、

調理員の配置を優先してまいりたいと考えて

おります。 

 続いて、砂場の点検と整備についてでござ

いますが、従来より、保育園では、砂を消毒

する、小まめに砂を掘り返して日光消毒する、

使用しないときはネットをかぶせ犬・猫の進

入を防ぐという作業により砂場の管理を行っ

てまいりました。また、年１回は２トン車１

台分の新しい砂の補充も行ってまいりました。

砂の消毒方法については、旧橋本市は塩素系

消毒液の定期的散布があるのに対し、旧高野

口町では砂場の砂を焼く熱消毒という違いが

ありましたが、現在は、塩素系消毒に統一し

管理を行っているところでございます。ご理

解のほど、よろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

〔教育次長（西本健一君）登壇〕 

○教育次長（西本健一君）保育所行政の幼稚

園に関するご質問にお答えします。 

 まずはじめに、幼稚園の耐震状況を示し改

修工事に優先順位をとのおただしについてお

答えします。 

 幼稚園の耐震状況につきましては、小学校、

中学校とともに、平成20年度で耐震診断を終

え、昨年７月にホームページに耐震状況を公

表しております。耐震診断を実施した幼稚園

は４園で、そのうち橋本幼稚園と学文路幼稚

園が耐震補強をしなければならない対象園と

なっています。 

 幼稚園の耐震対策につきましては、保育園

と歩調を合わせながら、幼保一元化を図るこ

ども園を１日も早く実現すべく現在懸命取り

組んでいるところでございますので、ご理解

いただきますようお願いいたします。 

 次に、幼稚園区の緩和、３歳児教育、預か

り保育のおただしについてお答えします。 

 幼稚園には小・中学校と同様に園区の決ま

りがあり、自由に園を選ぶことはできません。

園児によっては、指定された園より近くに他

の園があっても、園区でないために通園でき

ないケースもあります。そのような場合は、

保護者の申請により指定園の変更が可能です。

教育委員会では、利便性や安全面の配慮から、

保護者の変更理由を尊重し変更させていただ

いております。今後もそのような対応をさせ

ていただきたいと思います。 

 なお、指定園変更の制度については、市の

ホームページで周知しております。 

 次に、３歳児教育、預かり保育の対応につ

いてですが、経済状況の悪化や、少子化や孤

立傾向にある保護者の状況を考えますと、地

域で子ども同士や親子が集える環境が必要で

あると思います。各幼稚園では、未就園児の

親子のつどいを実施しています。また、現在、

預かり保育はほとんどの園で実施しておりま

す。保護者の希望も聞き入れながら充実させ

ております。 

 ３歳児の教育については、今後こども園で

実施する予定ですので、ご理解を願います。 

 次に、応其幼稚園のように、小学校と同一

敷地内の幼稚園で給食実施は考えられないか

というご質問ですが、応其幼稚園における給

食は、ご存じのとおり、合併前の旧高野口町

から実施されていたものです。高野口中学校

の給食も同様ですが、新市として幼稚園、中

学校も同じように給食を実施していければと

思っていますが、あいにく二つの学校給食セ

ンターの調理能力が子どもたちの人数に追い

つかず、見送らせていただきました。しかし、

少子化が進む中、平成24年度以降に園児、児

童生徒数が本市給食調理能力5,500食以内に

収まることが予測されます。つきましては、

給食調理が可能となる時点をめどに、小学校

と同一敷地内に関係なく、すべての幼稚園と

中学校の給食を一斉に実施していきたく考え
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ております。 

 次に、アレルギー対応給食について、保育

園同様、小・中学校でも可能でないかとのご

指摘ですが、保育園でのアレルギー対応の丁

寧な配慮を見ておりますと、義務教育段階で

十分な対応ができていないことは明らかです。

昨年から、橋本・高野口の給食センターの栄

養士ともアレルギーの対応についての話し合

いを持ってきました。現在の環境及び施設整

備では十分な対応をすることは難しいのです

が、先進地の事例なども研修し、今後も継続

して検討を行っていきたいと考えております。 

 次に、幼稚園における砂場の点検と整備に

ついてですが、保育園と同様に、定期的に塩

素系の消毒液で消毒を行う、砂を掘り起こし

日光消毒をする、園児の降園後や幼稚園が休

みのときはネットをかぶせ犬や猫などの進入

を防いでいます。砂場の砂は、随時砂の量を

見ながら補充しています。 

 以上、衛生面では十分気を付けて管理して

いるとこでございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君、再質問

ありますか。 

 22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）どうもありがとうござ

いました。１番のほうから再度お尋ねしたい

ところからちょっと聞かせていただきたいと

思います。 

 まず、成人式におきまして、ここの女性の

方にがん検診の啓発のパンフレットを記念品

の中に一緒に入れていただきましてしていた

だいたこと、ありがとうございました。お礼

申し上げたいと思います。 

 このがん検診の無料クーポンは昨年の10月

からというふうな広報だったんで、期間が６

カ月間ということで大変短い期間での啓発だ

ったということもあるかと思うんですが、今

受診状況を聞かせていただきますと、思って

いたより、期待をしていたより、無料なのに

低いなというのが感じているんですけれども。

ぜひともね、これ、行っていただきたいとい

うふうに思うんですが、今回初めて、この、

特に子宮頸がんの検診に行かれて思わぬとこ

ろで見つかって、初めて行って良かったとい

うふうな体験もお聞きしておりますので、ぜ

ひとも行っていただきたいというふうに思う

んです。この事業に対しての目標というか、

事業を起こすということで、この事業に対し

ての検診率の目標はどのように持っておられ

たんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）目標というこ

とでございますが、私も、最初、このがん検

診、無料の配布したときにつきましては、か

なりの方が受けて、半数近くの方が受けてく

れるんじゃないかというような期待がござい

ました。ただし、かなりの、例えば、60歳、

70歳になったときにつきましては、先ほども

答弁の中で申しさせていただいたんですけど

も、マンモのほうの機械というんですかね、

そういうやつの市内にないということで、事

務担当者としてもかなり苦労したところでご

ざいます。 

 ただ、市としても、成人病センターの検診

車というんですか、それも早急に予約してや

ったところですけども、実状的にはかなりな

かってキャンセルさせていただいたというよ

うな状況でございます。ですけども、何ぼに

置いたんなという、目標時ですけども、かな

り高く、50％は行ってくれるんじゃないかと

いうふうな形で思っておりました。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）その目標を持っていた

だけているというのはありがたいことやと思

うんですけども、その目標を達成するために、

－79－ 



そしたら、何をしたらいいのかなということ

をお考えいただきたいと思うんですけれども。

やっぱりこの間１月の朝日新聞のほうに、子

宮頸がんは予防する時代ですという広告が全

面の半面使って大きく、講演の模様を含めて

いろんなあれが載っていたんですけれども、

その中で特に、この、受診の勧奨方法として

海外の例を引かれていたんですけれども、海

外は今はもう受診率が80％なんです。日本は

非常に低いということで、イギリスが40％の

受診率が80％に一気に上がったという方法と

して、日本は、いっぺん、そういう個人通知

を送りますでしょう、そしたら、個人通知を

送って、そしたらもうそれっきりなんです。

特に、海外でされたことが、なぜまだ受けに

行かれないんですかというふうに個人的に手

紙を再度送られたり再度電話をされたりする

ことによって、短期間でこの受診率が上がっ

たというふうに書いてあったんです。やっぱ

りそういうのも大変必要なことかなというふ

うにも思うんですけど。今、「広報はしもと」

の３月号にもう一度載せられていただけるん

ですか。それは載せていただけるんですか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）はい。もう３

月の広報は締め切ってあったんですけども、

ちょっと担当の方にご無理、読ませて、スペ

ースというんですかね、大きくは、第１回の

９月、10月にしたようなスペースはとれなか

ったんですけども、それについて一応今のと

ころ予定をしております。小さいんですけど

も予定しております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）そしたら、それ、広報

の、できるだけ、紙面がいろいろ制約がある

かと思いますが、よろしくお願いしたいと思

います。 

 次に、ワクチンの助成について、これはも

う費用がかかるということで困難であるとい

うふうに言われますんでもうこれ以上言えな

いんですけど、今、これ、ワクチンが昨年発

売されて接種が始まったところでね、今ほか

の市をちょっと紹介をさせていただきますと、

明石市では小学校６年生から中学３年生の女

子対象に全額を助成されて、対象6,000人に対

して8,000万円が乗せられています。埼玉県志

木市では、1,200人対象の小６から中３の女子

に対しても全額助成されます。東京杉並区で

は、中学進学お祝いワクチンとして、中学１

年生の女子対象に1,600人、1,970万円計上さ

れます。名古屋市では中１・中２の２万人の

方に半額補助。それから、新潟県魚沼市では

中１女子213人対象に対して全額補助という

ふうに、国がやらない中でこういうふうに市

が単独で補助をされるというふうな情報をお

聞きしているんですけれども、こういう情報

を聞きますと、そういう市に私は住みたいな

というふうに思ってしまいます。 

 予防接種というのは、やっぱりいろんな予

防接種がありまして、やっぱり財政的な影響

もあるし、それを、その影響もあると思うん

ですけれども、その予防接種で予防可能な病

気について、接種をしたことによって病気が

抑制されるというのと、しないで医療費がか

かるというふうなそのバランスといいますか、

そういうことを、どっちがお得というか、ど

っちがどうなんかというふうな研究をされて

みてはどうかなというふうに思うんですけれ

ども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）がんに関して

の予防できる今新型の新しいワクチンという

ことなんで、そういうふうな形でいろんな情

報を取り集めさせていただきまして、今言わ

れたような形で取り組んでいきたいと思って

おります。情報を集めたいと思います。 
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 ただ、今のところは任意接種ということで

今のところは国のほうが推奨されております。

これが定期接種になれば国のほうからの助成

もあるんじゃないかということで、先ほども

答弁で言わせていただいたとおり、県を通じ

て大切なことであるので、取り組んでいただ

きたいというふうなことで機会をとらえて申

し上げていきたいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）女性であります副市長

さんはどのように思われますか。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）先ほどいろんな市の

名前挙げて、杉並区とか名古屋市とか挙げて

いただいたところは、いずれも財政状況がま

あまあ良いところが多いなというふうにちょ

っと感じながらお聞きしていたんですが、非

常に大切なことだと思うんですけれども、今

やはり橋本市の財政を考えたときに、何に重

点を置いていくかというやはり優先順位とか

めり張りを付けたことを取り組んでいく、ま

ずは取り組んでいくべきだなというふうに考

えておりますので、そういったことのワクチ

ンがあるという啓発は、やはり機会をとらえ

て皆さんに十分知っていただく必要があると

思いますので、当面はそれに重点を置きなが

ら、先ほど森本部長がご答弁させていただき

ましたように、県・国に対してまだ要望を出

していきたいと思いますので、また議員の皆

さま方もご協力よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）よろしくお願いいたし

ます。 

 がん教育についてはやっていただけている

ということで、特にこの子宮頸がんと子宮体

がんが全然違うということとか、そういうこ

とがまだまだほとんど知られていないと思い

ます。そして、こういうワクチン接種の効果

が出る期間も、女子では11歳から14歳とかい

うふうなことも言われていますんで、そうい

うあたりの教育を含めた形でもお願いをした

いかと思うんですけれども、どうでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）やっているというこ

とは今答弁させていただいたとおりでござい

ます。今議員言われましたことを含めまして

徹底していきたいとそういうふうに思います。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）すみません、よろしく

お願いいたします。 

 次に、２番に移らせていただきます。 

 子育てを直接担う保育行政の整備と充実と

いうことで、私も、今回初めて保育所と幼稚

園を29園訪問させていただいた中で感じまし

たことを少し質問をさせていただきました。 

 この１番目に載っています、最初に耐震状

況と小・中大規模改修の優先順位ということ

でございますけれども、これも、昨年の９月

からも先輩議員であります辻本議員さんが言

われておりますので、私も同感でございます。

特に、この施設を見させていただいて、ゼロ・

１歳児がおられる保育所、名古曽保育所、伏

原保育所、岸上保育所、柏原保育所、それか

ら橋本東、すみだ保育所、三石保育園、こう

いう保育所はゼロ歳児からおられるんですよ。

そういう意味からも、幼保一元化５カ年計画

が進められている中で、今回すみだ園計画が

発表されて前進をしたということはよかった

と思うんですけれども、まだまだこれから先

の見直し計画に対して、どういうふうにされ

るんかなというのが見えていないんでものす

ごく不安になるわけです。 

 この耐震計画を進めていくということで答

弁をいただいているんですけれども、耐震計

画とともに、こういうゼロ歳児や１歳児がお

られる保育所の整備も含めた形での優先順位
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といいますか、そういうものを総合的に考え

て見直しを今後されていかれるかと思うんで

すけど、それは、どういうタイミングで出て

くるのかなって、今後どれぐらいいろいろ考

えて出されていかれるのかをまずお伺いさせ

てください。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）こども園の見

直しの作業については、今のところまだきっ

ちり決まっていない。できるだけ早い時期に

それを出していかんならんということはわか

ってとるんですけども、まだその見直しにつ

いての、どういう形で見直しするかというの

は、５カ年計画があってそれを見直していく

わけなんですけども、まだそのタイムスケジ

ュールとかいう形の中ではまだできていない

のが現状で、それですけども、できるだけ早

い時期にそれをやって皆さんにお示ししたい

と考えておりますので、ご理解いただきたい

と思います。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）大変私も言いにくいん

ですけど、やっぱり今橋本市の、要するにゼ

ロ歳児から就学前までの子どもさんが行かれ

ている施設を見させていただいて、約43％の

方が私立の施設へ行かれています。残りの

42％の方が保育所に行かれています。すごい

ウエートを占めている保育所になると思うん

です。この整備が、幼保一元化計画がとまっ

ているがために、いろんな小規模による改修、

中規模による改修、まず大規模でやらなけれ

ばならない改修が、何かすべてとまっている

ように思うんです。 

 ほかの市をちょっと私なりにも調べさせて

いただいたんですけど、そういう整備計画と

いいますか、こども園を含む保育園並びに幼

稚園の総合的な総合計画というのが、このこ

ども園構想を進める中で出されているのがい

ろんな市でもあるんですけれども、すごい、

何というか、総合的に考えているんで、厚み

があるといいますか説得力があるというか、

いろんなことを鑑みてそういう総合素案を出

されている市も見させていただいたんですけ

れども、そういう全体的な総合素案としてで

も、どういうふうになっていくのかというの

を、まず、財政がお金がない、財政的に厳し

いというのはわかるんですけれども、まずは、

そういう素案を次に出していくということが、

議論する上にも、また、市民の人に理解して

いただく上にも大事なことではないかと思う

んですけれども、その辺をどういうふうに進

められていかれるのは、何もない、今後の計

画は全くめどが立たないというふうに考えて

よろしいんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）全くめどが立

たないじゃなくて、先ほども答弁させていた

だいたとおり、できるだけ早い時期でそれを

やりたいと。 

 ただ、今議員おただしのような厚みのある

という形も、それもご参考にさせていただき

まして、できるだけ早い時期で、保育所につ

きましては、もうかなり古い、議員おただし

のとおり、だいたい昭和50年ぐらいですかね、

できた施設ばっかりでございます、ほとんど

は。そういう面も含めまして、できるだけ早

い時期に、今のところまだその具体的な、実

際に行きまして、具体的なものを持っており

ませんので、できるだけ早い時期にご提案さ

せていただくという形で進めさせていただけ

ればありがたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）すいません、しつこく

て。高野口においてもこども園ができました。

すばらしいこども園ができたんで、それはそ
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れでいいんです。でも、こども園だけではな

くて、その隣にある名古曽保育所、伏原保育

所も、すごい老朽化も激しい保育所があるん

です。だから、こども園ができているからも

ういいんじゃないのということではないと思

うんです。特に、そういうとこら辺をすべて

含めて、中には、トイレ的なものの整備とか、

それから、衛生面であります洗い場の整備と

か、そういうのも、それは小規模でできるこ

とですよね。そういうことが、大きな計画が

ないがためにすべてとまっているように思う

んですけれども、そういうことも順次必要か

と思うんで、やっぱりそういう総合計画とい

うのは進めていく上で早く出すべきやと考え

るんですけど、それは、いつということが言

えないで、その辺については、もういっぺん、

答弁もらえます。 

○22番（楠本知子君）どうぞ、よろしくお願

いをいたします。 

 次に、私、給食をいただいたんですけど、

応其幼稚園でまず給食をいただいたんです。

このときに、鯨の竜田揚げをいただきまして、

それと、牡蠣の入ったコッペパンをいただい

たんですけど、何十年ぶりかで鯨いただきま

して大変嬉しく思ったんで言うわけではない

んですけど、一応24年度から給食を開始した

ときに幼稚園も含めてということも答弁いた

だいたんですけれども、やっぱり別に幼稚園

として、要するに、保護者からのニーズから

言えばね、幼稚園が同時にじゃなくてでも、

特にこの小学校と同一敷地内にある幼稚園に

対しては前倒しでも十分できるんではないか

というふうに、随時、すべて統一してという

んじゃなくて、できるところからやってあげ

たらいいんじゃないかなというふうに思うん

ですけど、その辺はどうなんでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（森本健二君）保育所の修理

につきましては、現課の方で、子ども課のほ

うなんですけども、各保育園から修繕に要る

ものについて聞いております。今も、予算の

範囲内で、そんなに大きくは予算は、修繕費

はないんですけども、予算の範囲の中で緊急

を要するものを順次させていただいておると

いうか、すべてとまっている状況ではござい

ません。順次させていただいております。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先ほども答弁させ

ていただきましたように、次の中学校給食を

考える時点で幼稚園の給食を考えたいという

ことでありますので、同一敷地内であるにか

かわらず、やはり旧橋本、旧高野口、統一的

にやっていくべきだという判断をしておりま

すので、そのように考えておりますので、ご

理解いただきたいと思います。  また、さっきも答弁させていただきました

とおり、こども園構想から外れる園につきま

しては、耐震はやっていくというような方向

で、それはもう当初から計画に入っておりま

す。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）幼稚園の園児がだんだ

ん少なくなっている中で、いろんなニーズを

求めて、どうしてもその中ででも公立幼稚園

を行きたいって、公立幼稚園を希望されてい

る保護者の方もおられるんで、その方のニー

ズにこたえるという意味では、別に不公平と

いうふうな、不公平というよりか、ニーズに

こたえてあげるという、できるとこからして

あげるというふうに考えてあげてもいいんじ

 ただ、こども園構想が今度見直しで変わっ

てくる場合もありますので、それを見て検討

していきたという形で答弁させていただいた

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 
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ゃないかなというふうには私は思います。も

うそれは、今後考えていただきたいというふ

うに思います。 

 次、もう一つ、この保育所でも給食をいた

だいたんです。この保育所の給食をいただい

たときは、もう私、すごいなと思って感動い

たしました。もうすごいアレルギーがきつい

子どもさんに対する給食に対して、除去食で

はなく、本当に代替食としてやっていただい

ているんです。それも、きちっとそういう病

院の診断書をちゃんととった上でのもとでさ

れているんですよ。 

 例えば、卵がだめな子どもさんには、卵の

白身には白身魚を利用して、中身の黄身のと

ころにはカボチャを利用して、全く卵に見え

るようにやってくださっているんですよ。す

ごい、とても家ではできませんというふうな

お声をいただいて、本当に保育所の現場の調

理員さんはじめ、保育士さん一緒になってそ

ういうアレルギーに対して対応されているの

に、私、もうすごい感動したんです、もう本

当にすごいやっていただいているんやなと思

って。それが、結局、その人が橋本市の保育

所に行かれている方、ほとんど対応されてい

ますでしょう。それ、私立でも対応されてい

ますよね。そしたら、ほとんど行かれている

約80％ぐらいの子どもさんはアレルギー対応

食はやられているんですよ、できているんで

す、橋本市は。基盤がちゃんとできているん

ですよ。すごいなと思ったんです。 

 私、19年の12月にこのアレルギー対応に対

する質問をさせていただいときに、教育長が、

こういうふうに保護者の要望があるからと言

って安易に対応することがあってはならない

って言われて、アレルギーは一つ間違えれば

死亡事故につながるというふうにして答弁い

ただいたんですけど、いや、保育所の現場で

はね、すごいできている、もうその基盤はで

きているんじゃないんかなというふうに私は

感じました、もうすごいやっていただけてい

るって。 

 だから、それを、今度、小学校、中学校に

なったらセンター方式になるからということ

でいろいろまた課題はあるかと思うんですけ

れども、現場で働いてやってくださっている

方のいろんな知恵というか、それはすごいも

のがあると思うんでね、ほんま、私、すごい

と思いましたよ。だから、できないことはな

いなって。もう、どの辺まで検討していただ

いているんかなというふうにも思うんですけ

ど。要するに、この、中学校給食まで統一で

きた時点でもね、アレルギー対応も含めた形

でできるんではないかなというふうな期待を

持っているんですけれども、いかがでしょう

か。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）アレルギーにつき

ましては、昨年の12月議会でも一般質問があ

り答弁をさせてもらっております。 

 アレルギーの対応については放置すべきで

はないと考えておりますが、現状の施設や人

的環境のままでは対応できない状況です。ま

た、この問題は、先ほども議員ご指摘のとお

り、慎重かつ万全を期すべきことであると考

えておりますので、栄養士や専門家の意見も

聞きながら今後も検討を続けていきたいと考

えております。 

 それから、橋本学校給食センターと高野口

学校給食センターでは、それぞれアレルギー

の状況につきまして、昨年９月、10月、それ

ぞれ保護者のアンケートをいただいておりま

す。その中で、保護者の方のそういったアン

ケートに対応する答えの中で、高野口におき

ましては、アレルギーということで把握でき

ておる保護者の方の判断ですが、155名、それ

から、橋本学校給食センターでの関係でのア
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ンケートの回答では126名ということで回答

をいただいております。そういったところの

分析もしていきながら、今言ったような人的

な環境、それから、設備の環境、高野口の学

校給食センターにはあるんですが、その設備

だけではまだ対応できない部分もあります。

そういうことも検討を加えながら今後も研究

をしていきたいと思っております。 

○議長（中西峰雄君）22番 楠本君。 

○22番（楠本知子君）どうか前向きに、前へ

進めていただけたらというふうに思いますの

で、どうかよろしくお願いいたします。 

 今回、私は、子育てを直接担うということ

での保育行政というふうに書かせていただい

たように、この現場がやっぱり子育て、私た

ち、特に女性の立場といたしましては、子育

てを担う直接の場が保育所やと思っています

んで、この辺の整備についてさらに充実させ

ていただけますようにお願いを申し上げたい

と思います。ありがとうございました。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、22番 楠

本君の一般質問は終わりました。 
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